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（２） 見直しの対象路線抽出の考え方 

○幹線街路で、かつ、長期未着手となっている路線を見直しの対象路線として抽出し

ている場合が多い。 

 

1) 概説 

見直しの対象としている路線は、都市計画道路の幹線街路の長期未着手路線を対象と

している都道府県・政令市が約 1/3（表 5）となっている。長期未着手の期間について

は、20～30 年（表 6）としている例が多い。 

 

表 5 見直し対象の道路種別 

道路種別 団体 割合（％） 

全ての都市計画道路 24 団体 36% 

幹線街路のみ 25 団体 37% 

自専道を除く 2 団体 3% 

その他 11 団体 16% 

記載なし 5 団体 7% 

総計 67 団体 100％ 

 

表 6 見直し対象の未着手期間 

未着手期間 団体 割合（％） 

未着手全て 8 団体 12% 

30 年以上 8 団体 12% 

20 年以上 21 団体 31% 

10 年以上 1 団体 1% 

記載なし 29 団体 43% 

総計 67 団体 100％ 

 

事業見通しがある路線を検討対象から除外する例（北海道、宮城県など）や整備済

み路線も含めて検討している（神奈川県、福岡県など）地方公共団体も存在している

（事例 2-1）。 

また、さいたま市のように、道路網計画の対象路線として、都市計画道路網だけで

なく、その他の国道、県道、市道等も含め、幹線的な全ての路線を検討対象としてい

る例もある（事例 2-2）。 
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2) 事例 

事例 2-1：神奈川県 

神奈川県は、整備済み路線も含めて検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画道路見直しのガイドライン（平成 18 年 3月神奈川県） 
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事例 2-2：さいたま市 

さいたま市は、都市計画道路網だけでなく、その他の国道、県道、市道等も含め、幹

線的な全ての路線を検討対象としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：都市計画道路の検証・見直し指針（平成 25 年 6 月さいたま市） 

 

 

 


